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ビニールハウスの環境制御

－ハウス内徴気象の時期的変化－

日野　義一・千葉　文一

（宮城県農業センター）

1　は　じ　め　に

東北地方ではビニールハウス栽培が急速に導入され，

最近では経営規模拡大と経済的周年利用が考えられ，

そうしたなかでハウス内徴気象環境の違いが作物の生

育，収量，更には品質などに大きく影響する。したが

ってこれらの合理的な栽培管理法を確立するため，′、

ウス内部徽気象の時期的変化の特徴について調査した

のでその結果を報告する。

2　調　査　方　法

1　調査期間：昭和47年5月～10月。昭和48

年2月～8月。

2　調査場所：仙台市原町．旧農試圃場。

5　調査ハウス：大型単操る型（東西棟），構造及

びハウス内の概要は第1図のとおりである。

大型単棟ハウス6型（東西棟）

床面栢：492潤一　　全容綴：1．915〝タ
放熱面積（表面積）：715が
保温比：0．°89　　換気扇：HH下1－1000

（風量515新血n）
東西両妻各2台　暖房機（5．200～2乙000Eeaユ）

第1図　ハウスの構造及び概要

4　栽培作物：昭和47年（キ1ウリ），昭和48

年（イチゴ）。

5　測定項目と方法：気温　ハウス内中央ベット上1印

（洞．地温　ハウス内中央ベット深さ5（湖に電子管式温度

計を設置し測定した。日射量　ハウス内中央ベット上150

mとハウス外地上15ロ用に農試電子日射計を設置し連

続測定した。湿度ハウス中央ベット上150mに電子管

式湿度計を設置して測定した。霹場気象，気温は百葉

箱内，日照時間はジ，ルダソ日照計を使用した。

5　調査結果と考察

1　ハウス内温度：ハウス内温度は外気温の変化，

日射量，暖房及び換気方法の違いによって異なった温

度変化を示すが，作物栽培期間中の一般管理条件によ

る／、ウス内温度の時期的変化を宵場気温との比較でみる

と第1表のとおりである。これによるとハウス内気温

は霹場気温より高く，最高温度でみると5－4月の日

中換気量の少ないときのハウス内気温では霹場気温よ

り約10～20℃高い。しかし5月以降の日中換気開始

時期は露場気温との差が小さく，約5℃内外ハウス内

の方が高く経過していた。なお8月上，中旬のような

盛夏期のハウス内は55℃以上の高温となっているの

で，この点については注目しておく必要がある。最低

気温のハウス内暖房期間ではほぼ暖房設定温度で経過

したので．露場気温より約14～18℃もハウス内の方

が高くなっていた。しかしその後徐々に外気温の上昇

と8月以降の昼夜換気時期になるとハウス内は露場気

温に近く，約1～2℃ハウス内が高日となっていた。

地温の時期的変化では全測定期間ハウス内地温の方が

露場気温より高く．最高温度でみると2～5月の寒い

時期は露場気温との差が大きく，約10～15℃となり．

その後徐々に霞場気温の上昇につれて差が小さくなり，

4～5月は約10℃内外ハウス内の方が高く，7～8

月はほとんど霜場気温との差がなかった。このように

地温と気温の差が縮まるのは，地温はそれほど大きな

上昇がないが気温の時期的上昇が大きいので，その差

が縮まっているものと思われる。最低地温では2～5

月暖房期間は霹場気温より14～＝℃高く，その後換

気開始から急に露場気温との差が小さくなり，7～8

月では約2℃高日となって経過し，あまり大きな相違

はなかった。
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第1蓑　ハウス内気温及び地温の時期別変化（仙台市原町）

　 項 目

月 旬

最 高 温 度 最 低 温 度
ハウス内

環 境

■　 最 高 温 度 最 低 温 度
′、ウス内

環 監ハ ウス 内 霹　 場 ハ ウ ス 内 霞 場 ハ ウ ス 内 霹 場 ハ ウ ス 内 露 場

気　　 温 気　 温 気　　 温 気 温 地　　 温 気　 温 地　　 温 気 ：温

上 2 5．9 8．8 1 4 ．9 － 1．8
日 ＼

暖

2 2．5 5．6 1 5．2 － 2．2
＼ 王

ィ 房

5　 中 2 ス1 1 0．5 1 4 ．5 － 0．1 2 1．5 8．8 1 4 ．5 － 0．占

下 2 ス0 1 5．5 1 4．9 5．5 2 5．9 1 0．8 1 4．8 － 1．5

上 2 5．5 1 1．5 1 5．8 5．5 2 5．5 1 8．4 1 8．5 4 ．4

4　　 中 2 5 ．7 1 8．9 1 4．8 5．4 2 5．9 1 7 4 1 （5．5 7 5

下 2 8 ．0 1 8．9 1 5．5 8．2 屏

キ

言 竿

2 5．8 1 9 5 1 7二2 8．5

上 2 7 0 1 鼠8 1 5．1 1 0．0 2 4．8 1 7 5 1 8．5 8．8
チ

＝l

栽

5　 中 2 4 ．4 2 0．° 1 4．5 1 0．1 2 8．1 2 1．1 1 8 ．6 1 0．1

下 2 5．7 2 0．4 1 2．4 1 0．8 2 8．7 2 1．2 1 8．0 1 0．2

上 2 7 5 2 2 ．0 1 4．9 1 5．4 2 5．5 1 R O 1 8．5 1 1．占

d　　 中 2 8．2 2 4．1 1 5．2 1 4．4 栽

培 換

2 4．1 2 1．8 1 8 ．9 1 5．7 培

下 2 8 ．1 2 5．2 1 （～．8 1 5．4 2 4．0 2 1．8 1 9 5 1 A S 換

気

／ 、し

上 2 9 8 2 7 5 2 2．7 2 0．4
気

2 8．0 2 ス0 2 1．5 1 8．5

7　　 中 2 8 ．9 2 7 2 2 1．5 1 q 7 5 0．2 2 9 5 2 5．2 2 0．0

下 5 1．9 2 8．5 2 1．2 2 0．4 、．′ 」／
2 8．2 2 8．5 2 2．1 1 9 2

8　　 上 S d．5 5 0．8 2 5．8 2 2．1 5 1．8 5 0．7 2 5．6 2 2．4

昭．47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭．48

大型単棟′、ウスd型（東西棟）

ハウス内気温：ベット上1．5Iれ　　換気：換気扇両側開

ハウス内地温：ベット下　5の乃

2　ハウス内温度と日照時間との関係：′・ウス内最

高温度を日照時間との関係でみたのが第2園である。

これによるとハウス内気温では日中換気量の少ない時

期では日照時間が多くなるとハウス内気温は高い。し

かしd～8月の昼夜換気する時期では日照時間の多少

に大きく左右されない。地温では日照時間の多少が直

接影響し，日照時間が多いほどハウス内地温は高く，

換気量の多少に左右されないで，いずれも地温と日照

時間は高い相関で．5～5月：r＝0．8，8～8月：

r；＝〇・9となっていた。

5　ハウス内日射量：ハウス日射量は測定場所，測

定時刻などの違いによって異なる。そこでハウス内日

射量とハウス外日射量を測定期間の平均でみたのが第

2蓑である。これによると′、ウス内日射量はハウス外

よりかなり少なく，日最高日射量の′、ウス内はハウス

外より約20痴少なく，また時刻別でみると9～10

時のハウス内は約40多，15～1d時では約44痴　そ

れぞれハウス外より少ない値となっていた。
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第2図　ハウス内気温及び地温と日照時間との関係

（仙台市原町）
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第2表　ハウス内とハウス外日射量の比較（昭47）　仙台市原町

　　 時 刻

期 間　 場所

9　時 ～ 1 0　時 日　　 最　　 高 1 5 時～ 1 d 時

ハ ウス内 ′、ウス外 ′、ウス内 ′、ウス外 ハウス内 ハ ウス外

5月8 半句～ 6月8 半句

の 平 均

c a l／ h．C房 e a l／h ．C房 e a］ノ／h in．C痛 ca．］ノ触 n．C戎 e a l／h ．戎 c a l／h ．C㌶

2 9 9 4 9 0 0．9 4 1．1 5 1 4．7 1　 2 8．2

比　　　　 率

解 喀 解 喀 喀 多

d l 1 0 0 8 2 i o o 5 d 　 1 0 0

l

ベッ　ト上：1．5m

4　ハウス内湿度：最小相対湿度をみると第5回の

とおりである。キュウリ栽培期間中の7月上旬までは，

ハウス内湿度は，′、ウス外より高くほとんど70～80

藤で，5月上旬から4月下旬まではハウス外湿度より

約50解多い。このようにキュウリ栽培中ノ、ウス内湿

度が高いのは，定期的なかん水と蒸散が重なって高湿

で経過するものと思われる。ところがキュウリ栽培終

了後の空／、ウス中は床面かん水中止によって′、ウス内

は乾燥し，むしろハウス内湿度は／、ウス外より少なか

った。
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第5図　′、ウス内日射量及び湿度の時期的変化
（仙台市原町）

4　要　　　　　約

ハウス内徴気象の時期的変化を調査した。

1　ハウス内最高気温は換気の少ないときは8～15

℃露場気温より高く，連日換気時は約5℃高い。最低

気温は暖房中は設定温度と同じくらいで換気中は1～2

℃ハウス内が高い。最高地温は2～5月は露場気温より

15～20℃高く，その後徐々に縮まり7～8月はほぼ

霹場気温と同じとなった。

2　最高温度と．日照時間との関係ではハウス内気温

は暖房，換気によって変わり日照時間の多少に左右さ

れない。地温は日照時間の多い場合高温となり，日照

時間との相関が高い。

5　日最高日射量のハウス内はハウス外より20帝，

9～10時や15′－18時では約40～45喀それぞれ少

ない。

4　′、ウス内相対最小湿度：キュウリ栽培期間は常

に70～80多で経過し．ハウス外より約50多高い，し

かし空ハウスのかん水中止時期ではハウス外より低く

なる。

ニンジンのシードテープ利用における種子消毒について

中野武嘉．平良木　諾岬部　彦＊
（＊岩手県園芸試験場・＊＊同高冷地分場）

1　ま　え　が　き

岩手県内でシードテープを利凧して播種した垣根ニ

ンジンに，普通の手まきと比べて，異常に多い不発芽，

あるいは苗の立枯が発生した。

ニンジン種子の不発芽や苗立枯の原因はいろいろあ

るが，その1つとして種子に付着している病原菌によ

るものがある。　千首の立柿を起こすものとしては，

．J一‥‥：イrい：′′　‥．、†′′■rMい・rGJ－

ieinα等が知られている。

シードテープを使用した場合．種子に付着している

菌に対してどんな影響を与えるのか，特にdJhr－

Miα属菌について調査をし，併せて種子消毒の効果

について試験をした。


